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『その人の権利と意思決定
（自己決定）支援』

～人として，利用者として
ソーシャルワーカーとして～

ほろ酔い可で ゆる～く
▶2002年から毎年開催してきた合宿研修，今年も社会
福祉士会と合同で開催。県内外から6３名の参加をいた
だきました。
基調講演
『あたりまえの権利と権利擁護』

弁護士：大橋洋介
▶「権利」とは何か。「人権」と「権利」， 様々な
「権利」とその根拠，私法上の権利と公法上の権利▶権
利と義務▶権利擁護とは「普通（あたりまえ）」という
ことの価値 ▶ “Nothing about us without us” 真の意味
▶支援の現場で起きている，除外，押し付け・誘導・談
合，放置，本人任せ，支援者の権限外という言い訳▶権
利擁護と意思決定支援～「あたりまえ」であるために～
権利を行使するために～意思決定支援の必要性～
意思決定支援する上で注意すべきこと
①意思決定のプロセスを理解する②決めたくないときも
ある③やり直すこともできる… バージョンアップした
大橋弁護士から講義でした。

講義・演習
「 権利擁護の歴史を遡って学ぶ」
「知らず知らずに権利侵害」

社会福祉士：小湊純一。

▶良い実践の原理
①長期ケアを受けつつ生活している人であっても，人
間としての尊厳が失われるべきではない。②入居者は，
彼らを支援する人びとからも尊敬を受けるべきである。
③入居者は，市民としての権利をもって生活するべき
である。④入居者は，身体的・精神的に許されるかぎ
り，市民としての権利が完全に保証された生活を営むべ
きである。▶昭和の時代から「権利侵害，権利擁護」が
言われ，未だに「権利侵害，権利擁護」，同じことが言
われ続けています。▶「 知らず知らずに権利侵害～い
しのまき～」今回もみんなで反省会。➤「〇〇さん，体
調が悪くなって入院したそうだね。」「そう，昨日病院
へ行って看護師さんから話を聞いたんだけど，認知症も
あるから指示が入らず意味不明な発言が多くて，コミュ
ニケーション困難です。そして，夜間不眠で，スタッフ
に暴力行為と大きな声での暴言があって，治療に協力が
得られません。って言われて・・・」➤ある施設で，利
用者のバイタルチェックをしている場面に居合わせた。
「熱測かるから動かないで！じっとしていて！」という
声がきこえてきた。➤「最近，〇〇さん認知が入ってき
たみたいで，話がわからない事が多くなってきたんだよ
ね…」➤とある施設で，入所者の方が，席を立って移動
しようとしていたところ，ホールにいた職員が「〇〇さ
ん！どこにいくの－？待って－，待ってってば！勝手に
動かないでって言ってるでしょ！」➤ある施設のショー
トスティで，職員同士が話しているところを通りかかっ
たら，「〇〇さんは，認知が強くって言う事が通じない
から大変だよね。」と話していた…。
➤コメンテーターは大橋さんと梁田さん。



今回のテーマは『話し合うということ』
東北初のACTの活動をとおして，宮城に来て思うこと
等，実践を踏まえた講義・演習をいただきました。

（一部を抜粋して紹介）
Nothing About Us Without Us ！「私たちのことを，
私たち抜きに決めないで！」
➤自立生活運動 → 国連障害者権利条約➤本人と支援
計画を作成することになっているが，どれくらい本人
の意向がきちんと反映されているのか？➤ケア会議と
いう名前だけの，実際には本人が不在のまま行われて
いる症例検討会に参加することはないか？➤「あなた
のために」「あなたを守るために」という支配はない
か？➤「治療の必要性」という支配はないか？➤自分
の中に，その人の「意志」をお支えしたい気持ちと，
でも，社会性の中での「自立」をお支えしたい気持ち
との間で葛藤はないか？

生活全体をみること，文脈を知ること
なぜ「物語（文脈）」に着目するのか？ ➤医学には限
界があるため，患者（障害をもつ人，高齢者など）が
新たな物語と生き方を作り出すための支援，という発
想が必要になる➤前と同じようにはできなくても，病
気をもっていようとも，現存の能力のもとで可能な限
り愉快に自分の力を発揮して生きていきたい！でも，
そういう方向ないし物語を，当事者がたった一人で創
りあげるのは困難かもしれない＝ 寄り添いが必要に
なってくる！➤物語の再構築のためには，今後可能な
具体的な支援や対処の道筋が示されている必要がある。

そして，当事者の話を受け止めてくれる人がいること
によって，本人が「今後」を改めて考えられるように
なる➤よって，私たちが「その人の新しい物語」を大
切にすることは，病気や障害を抱えた人の新たなる生
を支える極めて重要な条件と言える
生活者としての「当たり前」
➤身体を見せたり，秘密を話したりすることができる
ようになるには，お互いが相手のことをよく知り，さ
らに思い合っていることが前提となる➤したがって，
そうではない相手に，自分の身体や心のうちを開示す
ると，私たちは変な感じを覚える（だろう…たぶん）
➤身体をさわらせたり，心のうちを見せたりするには，
親密さが必要だからだ➤身体を晒したり，さわらせた
り，心を打ち明けたりという関係は，本来は親密さの
上にはじめて成り立つものだと思う➤親密さとは，互
いの考えや感情を開示しあうという，双方向のやり取
りが，時間をかけて継続されることではじめて培われ
るものであろう
私たちの姿勢（attitude）に関連して
➤人を支援によって変えられると思っている人は，支
援者ではない。この子には私が必要だと思い込ませて，
その人から離れることができないように，あなたのお
かげで今があると思い込ませて，人の心をからめとっ
ていく人も支援者ではない。人から感謝され尊敬され
る人は支援者ではないのだ。支援者とは，いついかな
る場所に立ったとしても，そこに育ちたいと思ってい
る人がいたとき，その人が何々ができる，何々ができ
ないと無関係に，その人が潜在的にしたいと思ってい
ることをスッと提案できる人なのだ。相手がその提案
に乗らなくても何の不満も残らない。相手が提案に
のって，何かができたとしても決して恩を売らない。
たまたま，その人が勝手にその提案に乗っただけ。私
と無関係と心底思える人が支援者だ。

平井雷太「新支援者宣言」より抜粋 ⇒ 「教育」を「支援」に変えてみた

※受講後の振り返りは「エール」
と宮城県社会福祉士会ホーム
ページに掲載しました。

※『むかしMattoの町があった』
の日本版上映会を開催すること
になりました。11月24日⇩

以上です。
みなさんに感謝(^^) jk.

２日目『話し合うということ』
東北福祉大学せんだんホスピタル包括型地域生活支援室（S-ACT）室長
精神保健福祉士：梁田英麿 氏 ～ Ｓ-ＡＣＴの活動 ～ オープンダイアローグ ～

➤17時40分から温泉休憩。18時30分
から懇親・交流会。清野さんの乾杯
で宴会開始。何の工夫もなく，2時
間たっぷりアルコールをいただき
ました。➤20時30分からは会場
に戻って『灯火研修』。イタリ
アの『むかしMattoの町があっ
た』DVD鑑賞（途中故障で無声
映画）。権利侵害の歴史と現実，
今日の振り返りと翌日の研修に向
けてディスカッション。
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